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否
決
し
た
場
合
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

（
昆
久
美
子
議
員
）

　
　

解
散
に
向
け
、
既
に
か

な
り
の
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

組
合
の
解
散
が
否
決

さ
れ
、
光
風
園
が
民
営
化
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
施
設
の

改
修
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
菅
野
意
美
子
議
員
）

　
　

修
繕
が
必
要
な
箇
所
は

し
っ
か
り
対
応
し
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

光
風
園
を
民
営
化
し

て
経
営
が
破
綻
し
て
も
、
協

定
書
に
立
地
町
に
は
負
担
を

求
め
な
い
と
あ
る
か
ら
大
丈

夫
だ
と
言
う
が
、
70
数
名
の

町
民
が
入
所
し
て
い
る
の
に
、

本
当
に
そ
ん
な
こ
と
が
通
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　
　

福
島
地
方
広
域
行
政

事
務
組
合
が
解
散
し
川
俣
光

風
園
が
民
営
化
さ
れ
た
場
合
、

民
営
化
後
の
施
設
の
改
修
費

用
な
ど
は
、
立
地
町
で
あ
る

川
俣
町
が
全
て
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

（
新
関
善
三
議
員
）

　
　

立
地
町
に
負
担
を
求
め

な
い
と
協
定
書
に
明
記
し
て

い
る
の
で
、
光
風
園
を
継
承

し
た
団
体
か
ら
負
担
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
（
古
川
町
長
）

　
　
　

町
の
意
思
決
定
機
関

で
あ
る
議
会
が
提
出
し
た
意

見
書
の
重
み
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

議
会
が
提
出
し
た
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て

大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
ま

す
。　

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

広
域
連
携
は
今
後
も

必
要
だ
と
言
い
な
が
ら
解
散

し
、
そ
の
後
の
不
安
解
消
の

た
め
に
町
長
も
入
る
連
絡
調

整
機
関
を
設
け
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
不

安
が
解
消
さ
れ
る
の
か
。
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
無
い
よ
う

な
組
織
で
は
だ
め
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

こ
の
間
、
２
年
間
に
渡

り
広
域
行
政
の
議
会
も
含
め

て
幾
度
と
な
く
議
論
を
重
ね

て
き
た
結
果
、
解
散
を
決
定

す
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

（
古
川
町
長
）

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
川
俣
光
風
園
の
民
営
化
の
た
め
の
「
福
島
地
方
広
域
行

政
事
務
組
合
の
解
散
に
つ
い
て
」
ほ
か
２
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

会
議
に
お
い
て
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
す
べ
き
と
の
動
議
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
議
結
果
は
可
決
す
べ
き
と
の
報
告
で

し
た
が
、
本
会
議
に
お
い
て
３
議
案
と
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

質
問

答

質
問

答 質
問

答

●
福
島
地
方
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

　

の
変
更
に
つ
い
て

●
福
島
地
方
広
域
行
政
事
務
組
合
の
解

　

散
に
つ
い
て

●
福
島
地
方
広
域
行
政
事
務
組
合
の
解

　

散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

質
問

答質
問

答質
問

○川俣光風園の経緯
昭和27年３月　川俣町字西戸ノ内地内に川俣町立光風園を開園
　　　　　　　　（初代園長は川俣町長）
昭和38年８月　川俣光風園に改称
昭和50年４月　福島地方広域市町村圏養護老人ホーム組合に移管
昭和53年９月　現在地に移転改築（川俣町字上桜地内）
平成11年４月　福島地方広域行政事務組合に移管

○福島地方広域行政事務組合における協議経過
平成21年９月　正副管理者会
平成22年２月　正副管理者会
平成22年３月　正副管理者会・組合議会
平成22年９月　正副管理者会・組合議会
平成22年11月　正副管理者会・組合議会
平成22年12月　正副管理者会

否決された3議案
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賛
成

●
一
連
の
説
明
も
受
け
て
い

る
し
、
私
は
納
得
で
き
る
の

で
賛
成
す
る
。

（
高
橋
真
一
郎
議
員
）

●
老
人
福
祉
を
取
り
巻
く
環

境
や
国
の
政
策
の
変
化
な
ど

も
あ
り
、
止
む
を
得
な
い
と

思
う
の
で
賛
成
す
る
。

（
昆
久
美
子
議
員
）

●
建
て
直
す
の
は
理
想
だ
が
、

町
内
に
建
て
直
さ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
。
光
風
園
に
は
多

く
の
町
民
も
勤
め
て
い
る
し
、

働
く
場
を
守
る
た
め
に
も
賛

成
す
る
。（

黒
沢
敏
雄
議
員
）

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

で
否
決
し
ま
し
た
。

反
対

●
光
風
園
を
改
築
す
べ
き
と

の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可

決
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
な

さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
で
は

時
期
尚
早
で
あ
る
の
で
反
対

す
る
。
（
新
関
善
三
議
員
）

●
今
後
ま
す
ま
す
光
風
園
の

よ
う
な
施
設
は
必
要
に
な
る

は
ず
で
あ
り
、
町
民
の
暮
ら

し
や
福
祉
を
守
る
立
場
か
ら

も
反
対
す
る
。

（
石
河
清
議
員
）

3

　
　

も
し
そ
の
よ
う
な
事
態

が
生
じ
た
場
合
は
、
町
と
し

て
し
っ
か
り
対
応
い
た
し
ま

す
。　
　
　

（
古
川
町
長
）

　
　
　

光
風
園
を
建
て
替
え

る
た
め
に
出
資
金
を
活
用
し

よ
う
と
い
う
こ
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

会
計
処
理
上
、
出
資
金

を
大
規
模
改
築
に
充
当
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
一

度
構
成
市
町
に
返
し
、
23
年

度
の
当
初
予
算
に
改
め
て
改

築
費
用
を
予
算
計
上
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

出
資
金
を
使
っ
て
光

風
園
を
改
築
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
た
こ
と
は
あ
る
の

か
。　

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

そ
の
よ
う
な
議
論
も
重

ね
て
き
ま
し
た
。

（
古
川
町
長
）

討
論

質
問

答答

質
問

答

《
採
決
》

　川俣光風園は、川俣町老人福祉の核として昭和27年に
町立光風園として開園し、行政の広域化を踏まえ昭和50
年に福島地方広域市町村圏養護老人ホーム組合に移管され、
昭和53年に現在地に移転改築された。
　川俣光風園は、半世紀以上にわたり、県北地域への高齢
者福祉の中核施設として今日まで多くの高齢者への養護サ
ービスを行ってきた。
　今日の高齢者を取り巻く環境は、核家族が進み低所得の
高齢者や一人暮らしの高齢者が急増しており、介護保険制
度の普及に関わらず、ますます川俣光風園のような養護サ
ービスの重要性が指摘されている。
　このような中、福島地方広域行政事務組合は、本年２月、
２市３町の正・副管理者会で広域行政事務組合を解散し、
川俣光風園の運営を社会福祉法人に移譲することを決定した。
　しかしながら、現在の川俣光風園の施設は老朽化し、現
代社会のニーズに対応できない施設となっている。
　よって本町議会は、入所者の不安を解消し将来にわたり
安定した養護サービスを確保するためにも、施設改築後に
運営移譲されるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成22年11月26日

福島地方広域行政事務組合管理者　瀬戸孝則 様

福島県伊達郡川俣町議会

川俣光風園の運営移譲に関する意見書

○議会での対応
平成22年９月
　９月定例会に川俣光風園の民営化に
関する請願２件が提案され、それぞれ
所管委員会で審査した結果、本会議に
おいて委員長報告のとおり可決。

平成22年11月
　川俣光風園について改築してから民
営化すべきとの意見書を全会一致で可
決し、広域行政事務組合管理者あて送
付（第7回川俣町議会臨時会）

※【改築】建物の全部又は一部を取り壊し、新しくつくり直すこと。
　　　　　建て直すこと。
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〈
主
な
事
業
〉

●
農
業
用
排
水
路
整
備
（
３

　

箇
所
）　
　

８
６
８
万
円

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

　

行
に
対
す
る
補
助

２
０
０
万
円

●
町
道
の
維
持
補
修
（
７
路

　

線
）　
　

３
７
３
８
万
円

●
お
じ
ま
ふ
る
さ
と
交
流
館

　

の
空
調
設
備
工
事

１
３
６
８
万
円

●
図
書
の
購
入
等
（
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

中
央
公
民
館
、
地
区
公
民

館
）　
　

１
３
４
０
万
円

　
　
　

な
ぜ
お
じ
ま
ふ
る
さ

と
交
流
館
の
風
呂
に
循
環
方

式
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
か
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

す
み
よ
し
保
育
園
の

事
務
を
い
く
ら
ス
ム
ー
ズ
に

引
き
継
ぐ
た
め
と
は
い
え
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
働
く
べ

き
人
を
事
前
に
町
が
臨
時
職

員
と
し
て
雇
用
す
る
と
い
う

の
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
根

拠
が
あ
っ
て
可
能
な
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
も
全
く
経

験
が
無
い
中
で
、
や
は
り
教

育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て

引
き
継
ぎ
を
行
う
べ
き
だ
と

判
断
し
ま
し
た
。

（
神
田
教
育
長
）

　
　
　

引
き
継
ぎ
の
た
め
に

臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
件
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
必
要
額

を
委
託
料
と
し
て
支
払
う
の

が
本
来
の
や
り
方
で
は
な
い

か
。　

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

会
計
処
理
上
、
ま
ず
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
は
し
っ

か
り
精
査
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。　

（
古
川
町
長
）

　
　
　

地
方
財
政
法
上
問
題

な
い
の
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

地
方
財
政
法
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
調
べ
て
か
ら
答

弁
し
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　

予
算
審
議
の
結
果
、
す
み
よ
し
保
育
園
の
臨
時
職
員
に

係
る
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
委
託
料
と
し
て
支
出

す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
当
局
か
ら
の
訂
正

の
申
し
入
れ
を
許
可
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

4

第
７
回
臨
時
会

第
７
回
臨
時
会

第
７
回
臨
時
会

平
成
22
年

平
成
22
年

　

昨
年
11
月
26
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
議
員
や

町
長
等
の
特
別
職
、
及
び
職
員
の
給
与
等
の
引
き
下
げ
、

補
正
予
算
、
意
見
書
等
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
に
つ
い
て
は
前
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

一
般
会
計
補
正
予
算

予
算
の
補
正

質
問

答

質
問

答

一
般
会
計
補
正
予
算
提
案
ミ
ス

閉
会
が
大
幅
に
遅
れ
る

閉
会
が
大
幅
に
遅
れ
る

閉
会
が
大
幅
に
遅
れ
る

質
問

循
環
方
式
で
あ
れ
ば
追
い
焚

き
も
出
来
る
し
、
燃
料
費
も

抑
え
ら
れ
た
は
ず
。
検
討
し

な
か
っ
た
の
か
。

（
黒
沢
敏
雄
議
員
）

　
　

業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

の
結
果
、
毎
日
使
用
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
直
接
方
式
が
良

い
と
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ

う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
神
田
教
育
長
）

　
　
　

お
じ
ま
ふ
る
さ
と
交

流
館
に
エ
ア
コ
ン
を
１
７
台

設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

消
費
電
力
の
面
で
の
検
討
は

し
た
の
か
。

（
新
関
善
三
議
員
）

　
　

こ
れ
か
ら
機
種
を
選
定

す
る
中
で
、
そ
の
よ
う
な
点

に
も
十
分
配
慮
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。　

（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　
　

エ
ア
コ
ン
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
（
電
気
料
）
は

ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
。
（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

１
日
８
時
間
、
21
日
間

稼
動
し
た
場
合
の
電
気
料
は
、

約
月
15
万
円
程
度
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　
　

昨
今
読
書
離
れ
が
言

わ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
中

学
生
の
読
書
の
状
況
は
。

（
昆
久
美
子
議
員
）

　
　

昨
年
11
月
に
調
査
し
た

結
果
、
１
人
当
り
１
ヶ
月
間

で
３
・
１
冊
の
本
を
読
ん
で

い
る
と
の
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
（
こ
ど
も
教
育
課
長
）

　
　
　

か
な
り
の
金
額
の
図

書
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
町
内
か
ら
購
入
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

町
内
の
業
者
か
ら
購
入

す
る
予
定
で
す
。

　

（
こ
ど
も
教
育
課
長
・

生
涯
学
習
課
長
）

第
１
回
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会

　

１
月
20
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
国
が
平
成
22

年
度
の
補
正
予
算
で
創
設
し
た
「
緊
急
総
合
経
済
対

策
」
関
連
の
予
算
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

答質
問

答質
問

答

質
問

答質
問

答

質
問

答
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●
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心

　

の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
請
願
書

　

請
願
者

　

福
島
市
五
月
町
２―

５

　

福
島
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長　

斎
藤　

富
春

　

紹
介
議
員遠

藤　

宗
弘　
　

石
河　
　

清

高
橋
真
一
郎　
　

菅
野　

清
一

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
に
関
す

　

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

請
願
者

　

川
俣
町
大
字
秋
山
字
大
鹿
24

　

全
日
本
年
金
者
組
合
達
南
支
部

支
部
長
代
行　

斎
藤　

憲
雄

　

紹
介
議
員遠

藤　

宗
弘　
　

石
河　
　

清

　
　
　
　

高
橋
真
一
郎

●
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
見
合
う
年
金
引

　

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

　

め
る
請
願
書

　

請
願
者

　

川
俣
町
大
字
秋
山
字
大
鹿
24

　

全
日
本
年
金
者
組
合
達
南
支
部

支
部
長
代
行　

斎
藤　

憲
雄

　

紹
介
議
員遠

藤　

宗
弘　
　

石
河　
　

清

　
　
　
　

高
橋
真
一
郎

●
最
低
保
障
年
金
制
度
の
制
定
を
求
め
る

　

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

　

請
願
者

　

川
俣
町
大
字
秋
山
字
大
鹿
24

　

全
日
本
年
金
者
組
合
達
南
支
部

支
部
長
代
行　

斎
藤　

憲
雄

　

紹
介
議
員遠

藤　

宗
弘　
　

石
河　
　

清

　
　
　
　

高
橋
真
一
郎

●
旧
産
業
廃
棄
物
処
分
場
安
定
化
対
策
の

　

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

請
願
者

　

川
俣
町
山
木
屋
字
東
ノ
沢
山
55

　

山
木
屋
地
区
自
治
会
長　

大
内　

秀
一

　

紹
介
議
員　

菅
野　

清
一

●
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
に
関

　

す
る
陳
情
書

　

陳
情
者

　

福
島
市
御
山
字
中
屋
敷
96

　

福
島
県
保
険
医
協
会

理
事
長　

酒
井　
　

学

●
患
者
の
窓
口
負
担
大
幅
軽
減
を
求
め
る

　

意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

　

陳
情
者

　

福
島
市
御
山
字
中
屋
敷
96

　

福
島
県
保
険
医
協
会

理
事
長　

酒
井　
　

学

　

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
全
部
で
11
件
で
、
所
管
委
員
会
で

審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
本
会
議
で
採
択
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

●
鶴
沢
字
堂
ノ
窪
地
内
の
排
水
路
の
整
備

　

に
関
す
る
請
願
書

　

請
願
者

　

川
俣
町
大
字
鶴
沢
字
大
原
43―

２

斎
藤　

喜
好　

外
14
名

　

紹
介
議
員新

関　

善
三　
　

高
橋　

道
弘

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
対
す
る
請
願
書

　

請
願
者

　

福
島
市
大
森
字
日
ノ
下
４―

１

福
島
県
北
農
民
連　

大
橋　

芳
啓

　

紹
介
議
員遠

藤　

宗
弘　
　

石
河　
　

清

斎
藤　

博
美　
　

高
橋
真
一
郎

　
　
　
　

菅
野　

清
一

●
町
道
後
田
本
町
線
整
備
に
つ
い
て
の
陳

　

情
書

　

陳
情
者

　

川
俣
町
字
後
田
３―
２

深
堀　

繁
徳　

外
26
名

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
陳
情

　

書

　

陳
情
者

　

福
島
市
北
矢
野
目
字
原
田
東
１―

１

　

新
ふ
く
し
ま
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

吾
妻　

雄
二

請
願　

２
件

陳
情　

２
件

請
願　

５
件

陳
情　

２
件


